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本会議の採決結果 自
民
党

結

果

市
民
連
合

公
明
党

共
産
党

青

心

未

来
緑

こ
こ
ろ
の
会

新

風

市
長
提
出
議
案

可
決

可
決

可決及び
認定

不
採
択

可
決

不
採
択

可決及び
認定

認定

市
長
提
出
議
案

議員案

陳　情

陳
　
情

・本会議での賛否は賛成・採択は
「○」、反対・不採択は「●」

会派とは、主義・主張を同じくする議
員によって作られる団体で、本市議
会には9つあります。本紙内では、会
派名を（　）内の略称で表記してい
ます。

・自由民主党議員会（自民党）21人
・市民連合（市民連合）8人　　　
・公明党議員会（公明党）6人　
・日本共産党宇都宮市議員団
　（共産党）3人
・未来への架け橋（未来）3人
・青心会（青心）1人
・緑の未来（緑）1人
・栃木県民こころの会（こころの会）
　1人
・新風うつのみや（新風）1人

採決結果の表記

会派の構成

人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申（野村友子氏）

陳情のルールの厳格化を求める陳情（第9号）

◯ ● ● ◯ ● ◯ ◯◯◯

◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯◯◯

◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯◯◯

◯ ● ◯ ◯ ● ◯ ◯◯◯

◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯

◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯

● ◯ ◯ ● ◯ ● ●●●

令和元年度一般会計補正予算（第2号）
財産の取得(市営自転車駐車場）
工事請負契約の締結（（仮称）清原工業団地北停留場信号設備工事）

宇都宮市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部改正

宇都宮市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定

宇都宮市子どものための教育・保育給付及び利用者負担に関する条例の一
部改正

宇都宮市が変更計画した（仮称）大谷スマートIC計画中止と建設場所の決定
根拠を明確化することについての陳情（第10号）
防災ラジオ（情報弱者）に関する陳情（第11号）

会派の賛否が分かれた案件会派の賛否が分かれた案件

全会一致で決定した案件全会一致で決定した案件 結果

◀議員ごとの
　賛否はこちら

※各会派の人数は、8月1日現在の人数

宇都宮市教育委員会委員の任命（大森玲子氏）
宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任（安田真道氏）
令和元年度介護保険特別会計補正予算（第1号）
令和元年度中央卸売市場事業会計補正予算（第1号）
一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律
の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
宇都宮市印鑑条例の一部改正
宇都宮市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
宇都宮市サン・アビリティーズ条例の一部改正
宇都宮市火災予防条例の一部改正
宇都宮市水道事業給水条例の一部改正
工事請負契約の締結（オリオン市民広場屋根増築その他改修工事、テクノポリ
スセンター地区新設小学校屋内運動場その他新築工事）
字の廃止並びに町及び字の区域の変更
市道路線の認定
財産の取得（災害対応特殊はしご付消防ポンプ自動車、災害対応特殊救急自
動車）
令和元年度一般会計補正予算(第３号）

剰余金の処分及び決算の認定（平成30年度中央卸売市場事業会計）

剰余金の処分及び決算の認定（平成30年度水道事業会計、平成30年度下水道事業会計）

決算の認定（平成30年度一般会計及び13件の特別会計）

9月定例会を開催
令和元年
9月定例会を開催
令和元年
9月定例会を開催
令和元年



3

注目の議案

定例会の概要

本 会 議
[ 開 会 ]

議案の提案理由説明

10月1日

本 会 議
[ 閉 会 ]

議案・議員案・陳情の採決
・市長が豚コレラ感染防止に係る補正予算の追加議案を説明
 　本会議を一時休憩し、総務常任委員会と環境経済常任委員会で審査
・常任委員会、議会運営委員会と特別委員会の委員長が審査結果を報告
・議案と陳情について、賛成・反対の討論
・議案と陳情の可否を決定
・人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申（議員案）を可決

常 任 委 員 会
（総務、厚生、環境経済、
建設、文教消防水道）

（決算審査、
企業会計決算審査）

提
案

議案・陳情の審査　 審
査

審
査

・各常任委員会で所管ごとに執行部から
　詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

9月11日

⇒詳細は、 12ページ

⇒詳細は、 10～11ページ

⇒詳細は、 10～11ページ

⇒詳細は、 10～11ページ

⇒詳細は、 11ページ

8月28日

定例会の日程と概要

採
決

質
疑

本 会 議
［一般質問］

議員が質問・１4名の議員が議案についての質疑とあわせて、
　市政全般について質問し、市長などが回答

・市長が補正予算案や条例案などの議案を説明
議案の採決　・ 教育委員会委員の任命、固定資産評価審査委員会委員の選任の議案を可決

⇒詳細は、 ４～8ページ

9月5・6・9・10日

陳情の審査
・陳情について審査を行い、
　委員会としての可否を決定

9月12日

議 会 運 営
委 員 会

分野にわけて、
５つの常任委員会を
常時設置しています。

注目の議案 ・令和元年度一般会計補正予算（第3号）
採決結

果はこ
ちら

採決結
果はこ

ちら

議会の運営に関することな
どを協議しています。

審
査

⇒詳細は、  9ページ

決算の審査
・30年度の決算状況について、
 執行部から詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

9月13・17～20日

特 別 委 員 会
特別委員会は必要に応じ
て設置し、委員会ごとに
担当する分野について審
査します。

⇒豚コレラの感染源となる野生イノシシの養豚場への
　侵入を防止するため、防護柵の設置に対する助成を
　行います。
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塚田 典功
（自民党）

福田 智恵
（市民連合）

金沢 　力
（公明党）

ここがききたい!　一般質問

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
２
０
２
５
年
問
題
へ
の
対
応
②
市
街

地
に
お
け
る
地
域
内
交
通
の
導
入
及
び

移
動
手
段
の
確
保
③
健
康
福
祉
都
市
の

推
進（
生
活
習
慣
病
予
防
に
係
る
行
動

変
容
ツ
ー
ル
、思
春
期
・
若
年
成
人（
Ａ

Ｙ
Ａ
世
代
）の
が
ん
検
診
な
ど
）④
ひ
き

こ
も
り
へ
の
支
援
⑤
人
口
減
少
時
代
の

新
し
い
社
会
教
育
⑥
教
育
行
政

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢(

中
期
財
政
計

画
な
ど)

②
経
済
政
策(

中
心
市
街
地

の
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど)

③
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
３ｘ
３
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

う
つ
の
み
や
フ
ァ
イ
ナ
ル
④
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
⑤
保
健
福
祉
行

政(

健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど)

⑥
伝
統

と
歴
史
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢(

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
、宇

都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事
業
、幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
な
ど
）②
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り（
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
）③
福
祉
行
政

（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
、民

生
委
員
活
動
へ
の
支
援
）④
教
育
行
政

（
公
立
夜
間
中
学
の
設
置
な
ど
）

す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
れ

る
都
市
で
あ
る
と
実
感
し
て

い
る
。

　
こ
の
宇
都
宮
で
、
他
都
市

に
先
行
し
て
先
進
技
術
を
活

用
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
は
、
様
々
な

課
題
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
う
が
、
失
敗
を
恐
れ

ず
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
未
来

都
市
う
つ
の
み
や
の
実
現
に

向
け
て
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
。

　
②
事
業
を
担
う
関
係
課
・

室
の
連
携
に
よ
る
推
進
力
を

高
め
る
た
め
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
を
９
月
中
に
新
た
に

設
置
し
、Ｕ
ス
マ
ー
ト
推
進
協

議
会
と
も
密
接
な
連
携
・
調

整
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
速
や

か
に
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

答
　
　
①
市
は
、
国
に
先
駆
け

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
着
実
に
推
進
し

て
お
り
、
国
の
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
先
行
モ
デ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
定
さ
れ

る
な
ど
、
我
が
国
を
け
ん
引

分
配
慮
し
な
が
ら
、
城
址
公

園
な
ど
必
要
と
さ
れ
る
施
設

に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
お

い
て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
場
合
、
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
設
け
て
お
り
、

一
部
の
地
域
で
は
、
道
路
や

公
園
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
る
。

　
都
市
公
園
に
お
け
る
自
動

販
売
機
に
併
設
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

地
域
住
民
や
利
用
者
に
十
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
効
果

的
な
防
犯
対
策
の
強
化
な
ど

の
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
は
、
自
治
会
や
警
察
な

ど
の
関
係
機
関
と
意
見
交
換

を
行
い
、
必
要
性
を
含
め
設

置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

答
　
　
市
で
は
、
人
の
目
に
よ

る
対
策
を
基
本
と
し
な
が
ら

も
、
個
人
情
報
の
保
護
に
十

不
登
校
児
童
生
徒
に

対
す
る
取
り
組
み
は

問
　
　
不
登
校
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

　
①
不
登
校
の
子
を
持
つ
保

護
者
が
適
切
な
対
応
を
学
ぶ

場
と
し
て
、
親
の
会
が
大
変

有
効
で
あ
る
。
市
に
お
け
る

親
の
会
の
設
置
状
況
及
び
連

携
に
つ
い
て
聞
く
。

　
②
あ
ら
ゆ
る
支
援
策
を
講

じ
て
も
減
少
に
向
か
わ
な
い

不
登
校
に
対
す
る
市
の
考
え

及
び
今
後
の
支
援
内
容
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

　
②
学
校
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
不
登
校
の
改
善
が
図
ら

れ
て
い
る
が
、
新
た
に
不
登

校
と
な
っ
た
児
童
生
徒
数
が

解
消
し
た
数
を
上
回
っ
て
い

る
た
め
、
不
登
校
の
減
少
に

は
至
って
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

不
登
校
の
未
然
防
止
に
特
に

力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
学
校
に
お
け
る

別
室
登
校
や
適
応
支
援
教
室

で
の
支
援
の
充
実
な
ど
、
不

登
校
の
改
善
や
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が

ら
、
今
年
度
新
た
に
立
ち
上

げ
た
学
級
経
営
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
温
か
い

雰
囲
気
の
学
級
づ
く
り
の
検

討
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

不
登
校
の
未
然
防
止
に
取
り

組
み
、
不
登
校
対
策
の
一
層

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

答
　
　
①
市
に
お
い
て
も
民
間

団
体
の
親
の
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
不
登
校
児
童
生
徒

の
保
護
者
が
互
い
の
悩
み
な

ど
を
共
有
す
る
こ
と
は
保
護

者
の
不
安
解
消
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
親
の
会
と
の
連

携
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
た
意
気
込
み
は

問
　
　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
思
い
を
聞
く
。

　
①
７
月
に
、
都
市
計
画
の

分
野
に
精
通
し
た
鎌
田
副
市

長
が
就
任
し
た
が
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
向
け
た

意
気
込
み
を
始
め
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
副
市

長
の
思
い
を
聞
く
。

　
②
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の

ス
ピ
ー
ド
感
と
推
進
力
を

持
っ
て
、
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
の
組
織
体
制
の
強
化

が
必
要
で
は
な
い
か
。

自
動
販
売
機
併
設
の

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る

公
園
の
防
犯
対
策
を

問
　
　
公
園
は
良
好
な
住
環
境

の
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、

遊
ぶ
子
ど
も
に
声
を
か
け
て

卑
劣
な
犯
罪
に
及
ぶ
ケ
ー
ス

や
迷
惑
行
為
、
不
法
投
棄
な

ど
が
各
地
で
起
き
て
お
り
、

防
犯
対
策
が
大
き
な
課
題
だ
。

　
大
阪
市
は
公
募
し
た
自
動

販
売
機
の
設
置
業
者
の
負
担

で
自
動
販
売
機
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
独
自
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
市
や
市
民
、
事
業
者
に
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、ま
た
、

通
学
路
に
お
け
る
見
守
り
の

一
部
も
カ
バ
ー
で
き
る
大
阪

方
式
を
積
極
的
に
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

各議員記事の二次元バーコードから一般質問動画をご覧になれます

※1 ＡＹＡ世代…Adolescent and Young Adultの略。10代後半から30代の思春期・若年成人を指す。
※2 ＭＩＣＥ（マイス）…Meeting（会議、研修）、Incentive Travel（招待旅行）、ConventionまたはConference（大会、学会、国

際会議）、Exhibition（展示会）の頭文字をとった造語

※

1



今井 政範
（自民党）

今野 哲也
（自民党）

中塚 英範
（市民連合）

ここがききたい!　一般質問

5

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
へ
の

対
応（
各
施
設
の
事
務
作
業
増
へ
の

対
応
）②
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整

備
事
業（
施
設
名
称
の
決
定
方
法
）

③
公
園
整
備
④
自
転
車
行
政
⑤
空

間
放
射
線
量
測
定
の
対
応
⑥
教
育

行
政（
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ

障
が
い
者
理
解
）

　
　
教
育
基
本
法
第
４
条
に
、

す
べ
て
の
国
民
は
等
し
く
そ

の
能
力
に
応
じ
た
教
育
を
受

け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
よ
う

に
、
学
校
は
、
育
っ
た
家
庭

の
経
済
力
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
や
る
気
の
あ
る
子

ど
も
の
能
力
を
最
大
限
伸
ば

す
場
で
あ
る
べ
き
だ
。
そ
の

た
め
に
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る
習
熟
度
別
学
習
の
充
実

な
ど
が
必
要
と
考
え
る
が
、

学
び
の
機
会
の
平
等
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
聞
く
。

習
熟
度
別
学
習
の

充
実
を

問

　
　
差
別
や
合
理
的
配
慮
の

欠
如
に
よ
り
、
聴
覚
障
が
い

者
は
多
く
の
不
利
益
を
被
っ

て
い
る
が
、
根
底
に
は
手
話

が
言
語
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
な
い
環
境
が
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
手
話
を
法
的
に
言
語
と
し

て
明
記
し
、
聴
覚
障
が
い
者

が
手
話
言
語
を
獲
得
・
習
得

す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
手
話
言
語
条
例
は
、
聴
覚

障
が
い
者
へ
の
差
別
解
消
や

合
理
的
配
慮
を
大
き
く
進
め

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
市
議
会
は
、
手
話
言
語

法
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を

採
択
し
て
お
り
、
市
長
も
全

国
手
話
言
語
市
区
長
会
の
会

員
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え
る

今
こ
そ
、
条
例
を
制
定
す
べ

今
こ
そ
手
話
言
語

条
例
の
制
定
を

問

　
　
国
に
お
い
て
、
手
話
の

習
得
な
ど
に
関
す
る
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
法
律
案
と
、

全
て
の
障
が
い
者
の
意
思
疎

通
な
ど
の
手
段
を
確
保
す
る

た
め
の
法
律
案
が
審
議
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
市
は
手
話
が
言
語
と
し
て

広
く
普
及
し
、
理
解
が
促
進

さ
れ
る
た
め
に
は
、
全
国
的

な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

手
話
が
用
い
ら
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、

関
係
団
体
な
ど
と
の
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
手
話
の

普
及
や
聴
覚
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
促
進
に
、
な
お
一

層
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
が

４
年
度
に
供
用
開
始
と
な
る

予
定
で
あ
り
、
開
館
直
後
か

ら
全
国
的
な
学
会
な
ど
が
開

催
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
大
学
や
企
業
な
ど

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
の
訪
問

活
動
な
ど
を
開
始
し
た
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
の
都
市
間

の
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に

は
、
主
催
者
や
参
加
者
な
ど

の
利
便
性
の
向
上
の
ほ
か
、

多
様
で
魅
力
あ
る
ア
フ
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
提
供
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

の
魅
力
向
上
に
あ
た
っ
て
は
、

市
の
地
域
資
源
の
活
用
は
も

と
よ
り
、
県
内
の
魅
力
的
な

観
光
資
源
を
活
用
す
る
こ
と

が
大
変
有
効
で
あ
る
た
め
、

県
や
周
辺
自
治
体
と
密
接
に

連
携
し
て
い
く
。

答

駅
東
口
地
区
整
備

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
の

た
め
に
県
と
連
携
を

　
　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
開
業

ま
で
３
年
。
す
で
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
周
辺
に
は

類
似
施
設
が
あ
り
、
競
争
は

大
変
激
し
く
な
る
。
ま
た
、

Ｉ
Ｒ
構
想
も
各
地
で
進
む
な

か
で
、
年
間
稼
働
率
６０
％
と

い
う
目
標
を
も
っ
て
臨
む
こ

と
は
、
相
当
な
戦
略
が
必
要

で
あ
る
。

　
全
国
や
世
界
か
ら
来
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
市
が
オ
ー

ル
栃
木
の
中
心
と
な
り
、
周

辺
自
治
体
と
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
、
人
の
流
れ
を
栃
木
県
の

各
観
光
地
に
つ
な
ぎ
、
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
が
、
鍵
と

考
え
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致

に
向
け
た
県
と
の
連
携
方
法

に
つ
い
て
聞
く
。

問

　
　
市
で
は
、
小
中
一
貫
教

育
・
地
域
学
校
園
を
全
市
で

展
開
し
、
義
務
教
育
９
年
間

を
通
し
た
系
統
的
な
学
習
指

導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
授

業
時
間
外
の
学
習
機
会
の
提

供
も
含
め
、
様
々
な
学
力
向

上
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
習
熟
度
別
学
習
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習

状
況
に
応
じ
た
、
き
め
細
か

な
指
導
が
可
能
に
な
る
こ
と
か

ら
、
15
年
度
か
ら
市
独
自
に

非
常
勤
嘱
託
員
を
配
置
し
、

算
数
・
数
学
や
英
語
の
授
業

を
中
心
に
、
す
べ
て
の
小
中
学

校
に
お
い
て
既
存
の
学
級
を
習

熟
度
別
に
分
け
実
施
し
て
お

り
、
学
習
内
容
定
着
度
調
査

に
お
い
て
、
中
学
校
３
年
生
の

正
答
率
80
％
以
上
の
割
合
が

各
教
科
と
も
上
昇
す
る
な
ど

の
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
児
童
生
徒
が

学
校
で
の
学
習
を
通
し
て
学
力

を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
習
熟
度
別
学
習

の
効
果
的
な
実
践
例
を
活
用

し
た
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
授

業
の
質
的
向
上
を
図
って
い
く
。

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
新
し
い
活
力
を
生
み
出
す
産
業
政

策・ま
ち
づ
く
り（
企
業
誘
致
を
生
か

し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
）②

子
ど
も
の
貧
困
対
策（
子
ど
も
食
堂

と
子
ど
も
の
居
場
所
事
業
な
ど
）③

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
あ
り
方

（
女
性
の
尊
厳
と
健
康
を
守
る
対
策

な
ど
）④
会
計
年
度
任
用
職
員

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
公
共
事
業
、市

民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
への
支
援
、鬼
怒

川
流
域
の
開
発
・
整
備
な
ど
）②
教
育

行
政（
親
学
、部
活
動
へ
の
援
助
、教
員

の
確
保
）③
農
業
への
支
援
④
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
⑤
地
域
内
交
通（
地
域
内

交
通
連
絡
会
議
の
充
実
、導
入
に
向
け

て
の
詳
細
な
マ
ニュア
ル
整
備
な
ど
）

※

2

※

3

※

4

き
と
考
え
る
が
見
解
を
聞
く
。

※3 ＩＲ…Integrated Resort（インテグレーテッド リゾート）の略。カジノやホテル、劇場、ＭＩＣＥ施設、ショッピングモールなど
が集まった複合的な施設（統合型リゾート）

※4 アフターコンベンション…会議や展示会などのコンベンション開催後の懇親会やレセプションなど、参加者をもてなすための催し
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茂木 祐佳里
（新　風）

福田 　陽
（自民党）

菅野 大造
（公明党）

ここがききたい!　一般質問

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
本
市
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
、Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

駅
東
側
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
用
地
の
取
得
状

況
）②
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク・ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

の
周
知
啓
発
③
聴
覚
障
が
い
者
支
援

④
本
市
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
⑤
宇
都
宮
テ
ク
ノ
街
道
の
沿
線
開

発
⑥
特
別
支
援
教
育

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
学
校
教
育（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
）②
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
対
策（
本
市
来
訪
者
へ
の
お

も
て
な
し
、地
域
活
性
化
及
び
レ
ガ

シ
ー
の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
）

③
地
域
共
生
社
会
④
不
妊
治
療

⑤
子
育
て
支
援

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
共
働
き
子
育
て
し
や
す
い
街(

保

育
行
政
な
ど)

②
若
年
層
の
定
住
、Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進（
返
還
免
除
型

奨
学
金
の
充
実
な
ど
）③
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進（
市

営
住
宅
の
民
間
活
用
の
導
入
な
ど
）

④
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
の
推
進
⑤
小
中

学
校
教
職
員
の
負
担
軽
減
⑥
家
庭

の
日
の
推
進

答
　
　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
が
提
供
を
発
表
し

た
、
地
域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
の
、
宇
都

宮
地
域
で
の
導
入
が
７
月
末

に
合
意
さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ

り
、
１
枚
の
カ
ー
ド
で
鉄
道

や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
バ
ス
、
地
域
内

交
通
が
共
通
に
利
用
で
き
、

上
限
運
賃
制
度
な
ど
の
地
域

独
自
サ
ー
ビ
ス
も
柔
軟
に
展

開
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
利
用
促
進
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
市
庁
舎
内
レ
ス
ト
ラ

ン
や
、
各
行
政
窓
口
で
の
証

明
書
な
ど
の
支
払
い
に
も
利

用
で
き
れ
ば
便
利
に
な
る
と

思
う
が
考
え
を
聞
く
。

地
域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
利
用
促
進
を

問

教
育
の
充
実
に
向
け

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
方
式
の

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
を

問
　
　
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
方
式
で
の
一

人
一
台
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
は
、

児
童
・
生
徒
が
た
く
さ
ん
の

教
科
書
を
持
っ
て
通
学
す
る

必
要
が
な
く
な
る
と
と
も
に
、

視
覚
に
訴
え
た
学
習
法
で
洞

察
力
が
格
段
に
向
上
す
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。　

　
ま
た
、
年
間
５
０
０
０
人

の
教
職
員
が
心
の
病
で
休
職

す
る
時
代
に
お
い
て
、Ｂ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
方
式
は
教
員
の
負
担
軽

減
の
一
助
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
に
鑑

み
、
市
は
将
来
的
に
Ｂ
Ｙ
Ｏ

Ｄ
方
式
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
導
入
を
目
指
す
の
か
。

行
政
主
導
で

空
き
家
を
増
や
さ
な
い

事
前
対
策
を

問
　
　
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
相
続
登
記
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
所
有
者
の

特
定
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

相
続
人
が
特
定
で
き
て
も
、

生
ま
れ
育
っ
た
家
を
手
放
す

の
は
忍
び
な
い
な
ど
の
理
由

か
ら
売
却
や
活
用
に
消
極
的

な
ケ
ー
ス
が
多
い
と
聞
く
。

財
産
管
理
の
相
談
先
の
紹
介

や
、
よ
り
生
活
し
や
す
い
物

件
を
紹
介
し
、
不
動
産
の
流

通
を
促
進
さ
せ
る
な
ど
、
行

政
主
導
の
空
き
家
を
増
や
さ

な
い
事
前
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

よ
る
効
果
を
最
大
限
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を

保
持
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

と
認
識
し
て
お
り
、
国
や
本

市
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
を
進
め
る
た
め
の
普

及
促
進
に
努
め
て
い
る
た
め
、

市
庁
舎
内
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に

対
し
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
含
め
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

を
働
き
か
け
る
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
を

活
用
し
た
電
子
マ
ネ
ー
に
よ

る
各
種
証
明
書
発
行
手
数
料

な
ど
の
支
払
い
は
、
市
民
の

利
便
性
向
上
や
、
収
納
事
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
た
め
、
導
入
効
果

と
経
費
の
検
証
や
市
民
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
効

果
的
な
決
済
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に

答

購
入
し
て
準
備
す
る
こ
と
と

な
る
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
方
式
で
は
、

保
護
者
負
担
が
大
き
い
こ
と

や
、
学
校
に
お
け
る
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
の
増
強
、
充
電
の

た
め
の
電
気
設
備
の
拡
充
な

ど
課
題
も
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
方
式
に
よ
る
学

習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入
は
、
国
の
動
向
を
踏
ま

え
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
　
児
童
生
徒
が
、タ
ブ
レ
ッ

ト
型
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
家
庭
で

答

ぎ
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

遺
言
や
相
続
登
記
を
促
進
す

る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に

よ
り
、
所
有
者
の
意
識
醸
成

や
個
別
の
相
談
対
応
に
努
め

る
ほ
か
、
空
き
家
の
流
通
促

進
の
た
め
の
マ
イ
ホ
ー
ム
借

上
げ
制
度
の
普
及
啓
発
や
、

住
宅
改
修
補
助
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
地
域
拠
点
な

ど
で
空
き
家
や
空
き
地
が
ラ

ン
ダ
ム
に
発
生
す
る
ス
ポ
ン
ジ

化
の
抑
制
に
も
効
果
が
期
待

さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
資
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
、

今
後
も
空
き
家
を
増
や
さ
な

い
事
前
対
策
の
充
実
・
強
化

を
図
り
な
が
ら
、
総
合
的
な

空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　
管
理
さ
れ
な
い
空
き
家

の
発
生
抑
制
の
た
め
、
官
民

連
携
組
織
で
あ
る
、
宇
都
宮

空
き
家
会
議
で
、
管
理
や
売

買
に
係
る
事
業
者
の
取
り
次

※

※ BYOD方式…Bring Your Own Device(ブリング ユア オウン デバイス)の略で、児童・生徒が、私物の情報端末(タブレット
型パソコンなど)を校内に持ち込んで使用すること



福田 久美子
（共産党）

郷間 康久
（市民連合）

岡本 源二郎
（自民党）

ここがききたい!　一般質問

7

　
　
６
月
の
児
童
福
祉
法
改

正
で
は
、
あ
と
を
絶
た
な
い

児
童
虐
待
事
件
に
対
し
、
児

童
相
談
所
（
児
相
）
の
体
制

強
化
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の

の
、
中
核
市
や
特
別
区
へ
の

設
置
義
務
は
見
送
ら
れ
た
。

　
①
中
核
市
市
長
会
は
、
児

相
設
置
の
義
務
化
に
反
対
す

る
と
聞
い
た
が
市
の
考
え
は
。

　
②
市
独
自
の
児
相
を
設
置

す
る
場
合
の
課
題
は
何
か
。

　
③【
再
質
問
】
中
核
市
が

児
相
を
設
置
す
る
先
進
事
例

で
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相

談
・
支
援
で
き
る
こ
と
が
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
市

も
一
日
も
早
く
設
置
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
市
は
国
に

対
し
て
十
分
な
財
政
措
置
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

児
童
相
談
所
を
市
が

独
自
に
設
置
す
べ
き

問

　
　
①
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
ゾ
ー
ン
は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
待
合

い
時
の
利
便
性
や
快
適
性
を

向
上
さ
せ
る
飲
食
な
ど
の
機

能
の
ほ
か
、
農
産
物
の
直
売
な

ど
の
周
辺
地
域
の
振
興
に
資
す

る
機
能
や
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
な

ど
多
く
の
人
々
が
恒
常
的
に
集

い
、
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る

空
間
の
創
出
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
事

業
者
の
活
力
を
生
か
し
た
整

備
手
法
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
②
ま
ず
は
、
具
体
的
な
土

地
利
用
に
つ
い
て
市
と
し
て
の

基
本
的
な
考
え
方
を
と
り
ま

と
め
た
上
で
、
地
権
者
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
と

意
見
交
換
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
関
係
機
関
な
ど
と
必

要
な
協
議
を
行
って
い
く
。

答そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
職
員
の
労
働
環

境
、児
童
相
談
所
の
設
置
、文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
門
の
市
長
部
局
化
な
ど
）②
Ｌ
Ｒ
Ｔ

整
備（
新
た
な
都
市
政
策
と
の
関
係
性
）

③
教
育
行
政（
通
学
路
の
安
全
対
策
、小

規
模
特
認
校
制
度
）④
姉
妹
都
市
交
流

の
今
後
⑤
農
業
集
落
排
水
と
公
共
下
水

道
の
接
続
⑥
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
の
行
政
運
営
②
空
き
家
対
策

③
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
④
中
小
企
業
振
興
⑤
若

者
の
自
立
支
援
⑥
市
街
地
で
の
音
楽

活
動
⑦
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
対
応

⑧
白
沢
地
区
の
観
光
振
興

や
現
状
な
ど
を
鑑
み
ず
、
画

一
的
に
設
置
を
義
務
化
す
る

こ
と
に
反
対
す
る
中
核
市
市

長
会
の
方
針
に
賛
同
す
る
。

　
②
施
設
設
備
・
運
営
に
係

る
財
政
負
担
、
人
材
の
確
保
、

既
存
の
児
相
と
の
役
割
分
担

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
特
に
、

児
童
福
祉
司
な
ど
の
専
門
職

の
確
保
・
育
成
は
市
単
独
で

の
解
決
が
困
難
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
分

離
保
護
な
ど
の
介
入
と
家
庭

環
境
の
改
善
の
た
め
の
寄
り

添
い
型
支
援
を
同
一
機
関
が

行
う
こ
と
に
よ
り
保
護
者
と

の
関
係
性
の
構
築
に
課
題
が

生
じ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
③
財
政
支
援
の
ほ
か
、
人

の
配
置
や
育
成
を
国
に
求
め

て
い
く
。
こ
れ
か
ら
も
市
と

県
と
が
い
い
形
で
緊
密
な
連

携
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　
①
各
市
の
多
様
な
特
性

答

　
　
現
在
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
が
、
日
本
は
も
と
よ

り
国
際
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
　
こ
の
よ
う
な
中
、
す
べ
て

の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
と

い
う
理
念
は
共
有
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
専
門
性
が
求
め

ら
れ
る
教
員
の
養
成
や
具
体

的
な
授
業
方
法
、
環
境
の
整

備
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
　
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、一
人
一
人
の
子
ど
も
た

ち
を
大
事
に
育
て
て
い
く
方

法
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
市
と
し
て
今

後
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
聞
く
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

へ
の
取
り
組
み
は

問

に
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
通
常
の
学

級
に
お
い
て
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
が
適
切
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
生

活
補
助
員
な
ど
の
配
置
や
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
環
境

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る

児
童
生
徒
と
通
常
の
学
級
の

児
童
生
徒
と
の
交
流
な
ど
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、

様
々
な
特
性
の
あ
る
児
童
生

徒
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
教
員
の
専

門
性
の
更
な
る
向
上
に
努
め
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
って
い
く
。

　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

は
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
自
治
体
戦
略

２
０
４
０
構
想
の
危
う
さ
と
地
方
自

治
の
あ
り
方
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
、生
活
交

通
の
確
保
）②
道
路
の
除
草
対
策
③
福

祉
行
政（
だ
れ
で
も
食
堂
な
ど
）④
保

育
行
政（
無
償
化
を
め
ぐ
る
問
題
、豊

か
な
遊
び
の
保
障
）⑤
教
育
行
政（
小

中
学
校
への
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
）

※ インクルーシブ教育…子どもたち一人一人が多様であることを前提に障がいの有無に関わらず、誰もが望めば自分に合った配
慮を受けながら通常の学級などで学べることを目指す教育理念と実践のプロセス

平
出
町
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の

将
来
像
は

問
　
　
①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
併
せ
整
備

さ
れ
る
平
出
町
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
内
に
導
入
す

る
施
設
に
つ
い
て
、
飲
食
店
や

農
業
振
興
施
設
な
ど
の
設
置

を
視
野
に
入
れ
て
調
査
を
進

め
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

は
、
私
が
か
ね
て
か
ら
提
案

し
て
い
る
道
の
駅
で
は
な
く
、

類
似
す
る
機
能
を
有
す
る
民

間
施
設
の
設
置
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
②
平
出
町
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
は
今
ま
で

に
な
い
交
通
結
節
点
な
ら
で

は
の
道
の
駅
を
誕
生
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市

の
農
業
振
興
や
交
流
人
口
の

増
加
が
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
国
土
交
通
省
と

協
議
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

※
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篠﨑 圭一
（自民党）

原　 千鶴
（共産党）

ここがききたい!　一般質問

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
平
和
行
政（
平
和
親
善
大
使
広
島

派
遣
事
業
、平
和
月
間
の
取
り
組

み
）②
福
祉
行
政（
補
聴
器
購
入
支

援
）③
便
利
で
使
い
や
す
い
公
共
交

通
政
策（
デ
マ
ン
ド
交
通
の
充
実
）

④
教
育
行
政（
給
食
の
無
償
化
と
調

理
環
境
）⑤
子
ど
も
の
家
等
事
業
の

今
後
の
あ
り
方

　
　
雀
宮
地
区
内
の
市
民
か

ら
、
バ
ス
路
線
の
拡
充
を
望

む
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
雀
宮
駅
を
発
着
す
る

さ
つ
き
団
地
線
を
電
車
の
発

着
時
間
を
考
慮
し
て
本
数
を

増
や
す
こ
と
や
、Ｊ
Ｒ
雀
宮

駅
か
ら
東
武
西
川
田
駅
ま
で

を
短
い
時
間
で
結
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
数
年
前
に
針
ケ
谷

町
に
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
が
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
車
や
人
の

流
れ
が
変
わ
り
、
兵
庫
塚
街

道
に
バ
ス
を
通
し
て
ほ
し
い

と
い
う
市
民
の
訴
え
も
多
く

あ
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
兵

庫
塚
街
道
、
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン

経
由
の
バ
ス
の
新
路
線
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

雀
宮
地
区
内
の

バ
ス
路
線
の
拡
充
を

問

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
共
助
の
意
識

醸
成
と
活
動
へ
の
参
加
促
進
）②
南

部
地
域
の
道
路
整
備（
針
ヶ
谷
地
域

の
道
路
整
備
な
ど
）③
教
育（
不
登

校
の
要
因
と
対
策
な
ど
）④
宇
都
宮

城
の
魅
力
向
上（
今
後
の
整
備
、Ｖ
Ｒ

の
活
用
）⑤
財
政
政
策（
長
期
的
視

点
を
持
っ
た
社
会
保
障
関
係
経
費
の

抑
制
な
ど
）

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形

成
に
係
る
地
区
別
説
明
会
に

お
い
て
、
さ
つ
き
団
地
線
の

通
勤
や
通
学
時
間
帯
に
お
け

る
駅
へ
の
速
達
性
を
高
め
る

新
た
な
運
行
ル
ー
ト
や
、
針

ケ
谷
町
の
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
か

ら
兵
庫
塚
街
道
を
経
由
し
、

Ｊ
Ｒ
雀
宮
駅
と
東
武
西
川
田

駅
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
の
新
設

な
ど
を
含
め
、
雀
宮
地
区
全

体
の
将
来
の
公
共
交
通
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
お
示
し
し
た
。

　
そ
の
後
、
バ
ス
事
業
者
の

経
営
環
境
の
変
化
な
ど
も
あ

り
、
検
討
に
や
や
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、

こ
の
イ
メ
ー

ジ
の
具
体
化

に
向
け
、
バ

ス
事
業
者
と

検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　
２９
年
１０
月
に
雀
宮
地
区

で
開
催
し
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

答

　
　
市
の
路
線
バ
ス
は
、
年

間
約
１
４
０
０
万
人
の
方
に

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
日
中

の
時
間
帯
の
利
用
者
数
は
全

体
の
４
分
の
１
程
度
で
、
バ

ス
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、

日
中
の
利
用
拡
大
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
乗
客
が
少
な
い
日
中
の
時

間
帯
に
お
け
る
新
た
な
料
金

設
定
は
、
新
た
な
需
要
の
喚

起
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
外
出
支
援
や
来
街

者
の
回
遊
性
の
向
上
な
ど
に

も
有
効
な
方
策
で
あ
る
た
め
、

上
限
運
賃
制
度
も
含
め
た
日

中
の
運
賃
負
担
の
軽
減
策
に

つ
い
て
、
交
通
事
業
者
と
と

も
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、

３
年
春
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
バ
ス
へ
の
導
入
と
合
わ
せ
た

実
施
を
目
指
し
て
い
く
。

答

路
線
バ
ス
　
乗
客
の

少
な
い
時
間
帯
の

新
た
な
料
金
設
定
を

　
　
朝
夕
の
混
雑
時
を
除
く

と
、
日
中
の
路
線
バ
ス
の
乗
客

は
少
な
く
、
時
に
は
一
人
も

乗
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。

料
金
を
割
引
し
て
で
も
日
中
に

バ
ス
に
乗
っ
て
も
ら
え
ば
、
事

業
者
の
利
益
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
割
引
額
を
市
が
負
担
し

た
と
し
て
も
、
人
が
移
動
す
る

こ
と
で
経
済
が
循
環
し
、
税
収

増
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
支
援

と
し
て
も
活
用
す
れ
ば
、
認
知

症
や
老
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
、
社
会
保
障
費
抑

制
へ
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　
そ
こ
で
、
現
在
検
討
中
の

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
時
に
、

乗
客
が
少
な
い
日
中
の
時
間

帯
の
バ
ス
の
活
用
に
つ
な
が

る
、
新
た
な
料
金
設
定
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

若々しいエネルギーにあふれた提案
　8 月 7 日に、宇都宮ジュニア未来議会を開催しました。ジュニア未来議会は、市内の中高生を対象に、
市政や議会について学び、自由な発想や視点で自らの考えを提案することを通じ、まちづくりへの関心を高
めてもらうことを目的として開催されています。
　今年は１５回目の開催であり、４７人がジュニ
ア未来議員に任命されました。
　本会議では、いちご一会とちぎ国体の魅力
を独自のダンスでＰＲすることや、市民の防災
意識を高めるために防災マニュアルを改訂する
ことなど、５つの部会に分かれてそれぞれ、若々
しいエネルギーにあふれる発想で、市政へ提
言を行いました。 ▲市長と議長を囲むジュニア未来議員たち

※ VR…現実のように感じられる仮想の環境を作り出す技術

※
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平

成

30

年

度

決

算

審

査

企
業
会
計
決
算

審
査
特
別
委
員
会

30
年
度
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
、決
算
審
査
特
別
委
員

会
と
企
業
会
計
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、適
正
に

予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る

か
、期
待
し
た
行
政
効
果
が

得
ら
れ
て
い
る
か
、さ
ら
に

は
、今
後
、改
善
を
要
す
る

点
は
何
か
な
ど
に
主
眼
を
置

き
審
査
を
行
っ
た
。主
な
審

査
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
一
般
会
計（
歳
入
）】

質
　
疑　
市
税
の
不
納
欠
損

額
は
前
年
度
と
比
較
し
、
ど

の
よ
う
に
な
って
い
る
の
か
。

説
　
明　
２９
年
度
と
比
較
し

て
約
43
％
減
少
し
た
。こ
れ
は
、

累
積
し
て
い
た
高
額
案
件
に
力

点
を
置
き
、滞
納
整
理
の
強
化

を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
滞
納

繰
越
分
の
収
入
率
が
向
上
し

た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。

【
一
般
会
計（
歳
出
）】

質
　
疑　
金
融
対
策
費
に
つ

い
て
、様
々
な
融
資
の
件
数
、金

額
が
２９
年
度
と
比
べ
減
少
し
て

い
る
中
で
、小
規
模
企
業
支
援

資
金
だ
け
が
件
数
、金
額
と
も

に
増
え
た
要
因
は
何
か
。

説
　
明　
現
在
、
金
利
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
が
で
き

る
企
業
は
金
融
機
関
の
融
資

制
度
を
利
用
し
て
い
る
が
、ス

ム
ー
ズ
に
借
り
入
れ
が
で
き

な
い
小
規
模
企
業
は
、市
の
融

資
制
度
で
あ
る
小
規
模
企
業

支
援
資
金
を
利
用
し
て
お

り
、実
績
が
伸
び
て
い
る
。

質
　
疑　
道
路
維
持
費
の
不

用
額
が
６
０
０
０
万
円
余
、
発

生
し
て
い
る
が
、市
民
ニ
ー
ズ
が

非
常
に
高
い
道
路
の
維
持
修
繕

な
ど
に
つ
い
て
、市
民
か
ら
の
要

望
に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
。

説
　
明　
不
用
額
に
つ
い
て
は
、

工
事
契
約
の
際
の
入
札
差
金
が

主
な
も
の
で
あ
る
が
、
発
生
し
た

差
金
に
つ
い
て
は
、極
力
、戻
入
な

ど
を
行
い
執
行
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。市
民
ニ
ー
ズ
への
対
応
に

つ
い
て
は
、３０
年
度
は
、市
民
か
ら

の
４
７
０
０
件
程
度
の
問
い
合
わ

せ
や
情
報
提
供
に
対
し
、
地
域
の

合
意
や
経
過
観
察
が
必
要
な

ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
る
た
め
、
７
割

程
度
は
対
応
し
て
い
る
。

要
　
望　
３
割
が
年
度
内
に

実
現
で
き
て
い
な
い
要
因
を
十

分
に
分
析
し
、効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
取
り
残
し
の
な
い
よ
う

な
体
制
の
管
理
を
し
て
ほ
し
い
。

質
　
疑　
教
育
奨
励
費
に
つ
い

て
、
ス
ク
ー
ル 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
２
名
と
か
な
り
少
な
い
人

数
で
担
当
し
て
い
る
が
、
年
間
の

相
談
対
応
件
数
は
ど
の
程
度
か
。

説
　
明　
３０
年
度
に
お
い
て
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
対
応
し
た
ケ
ー
ス
の

数
は
８２
で
あ
り
、そ
の
対
応
内

容
は
、会
議
の
開
催
に
係
る
も

の
が
５１
件
、関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
が
９３６
件
、
学
校
と
の

連
絡
調
整
が
８０９
件
、
保
護
者

や
児
童
と
の
面
談
・
電
話
連

絡
が
６９３
件
で
あ
る
。

要
　
望　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
多
く
の
会
議
へ

の
出
席
や
、相
談
業
務
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
対
応
に
当
た
っ
て
お

り
、
２
名
体
制
で
は
手
一
杯
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
増
員

も
含
め
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

【
競
輪
特
別
会
計
】

質
　
疑　
29
年
度
と
比
べ
、
入

場
者
数
の
減
少
に
反
し
て
車
券

売
上
高
が
増
え
た
の
は
、
ミ
ッ
ド

ナ
イ
ト
競
輪
の
影
響
だ
と
伺
っ
て

い
る
が
、３０
年
度
の
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト

競
輪
の
収
益
と
開
催
日
数
は
ど

の
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
。

説
　
明　
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
競

輪
は
無
観
客
で
の
開
催
と
な

る
た
め
、
入
場
者
数
は
減
少
し

た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票

や
電
話
投
票
が
増
え
た
た
め
、

売
上
高
が
増
加
し
た
。３０
年
度

か
ら
は
、
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
競
輪

を
す
べ
て
自
場
で 

２４
日
間 

開

催
し
た
た
め
、
開
催
日
数
が
６

日
間
増
え
、そ
の
結
果
、ミ
ッ
ド

ナ
イ
ト
競
輪
の
売
上
高
は
約

３５
億
円
、収
益
は
売
上
高
の
約

４
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

質
　
疑　
健
康
づ
く
り
推
進
費

に
つ
い
て
、
後
発
医
薬
品
差
額
通

知
件
数
が
か
な
り
減
少
し
て
い

る
。国
の
目
標
で
あ
る
利
用
率
８０

パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、市
は
、29
年

度
は
７５
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、

３０
年
度
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

説
　
明　

３０
年
度
の
後
発

医
薬
品
の
利
用
率
は
７８
パ
ー

セ
ン
ト
と 

29
年
度
か
ら
上
昇

し
て
い
る
。

要
　
望　
国
の
目
標
で
あ
る

８０
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
あ
と
少
し

で
あ
り
、引
き
続
き
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
い
。

【
水
道
事
業
会
計
】

質
　
疑　
老
朽
配
水
管
更

新
工
事
を
、２
億
２
５
０
０
万

円
余
で
実
施
し
て
い
る
が
、も

う
少
し
大
規
模
な
対
策
が
必

要
な
状
況
に
あ
る
の
か
。

説
　
明　
３０
年
度
は
１．８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
工
事
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
金
額
的

に
は
も
う
少
し
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
考
え
に
基
づ
き
３１
年
３

月
に
策
定
し
た
老
朽
配
水
管

更
新
実
施
計
画
に
のっ
と
り
工

事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

質
　
疑　
５
つ
の
水
再
生
セ
ン

タ
ー
の
維
持
管
理
費
は
計
２０
億

円
余
だ
が
、こ
の
経
費
は
、今
後
、

ど
の
よ
う
な
動
き
と
な
る
の
か
。

説
　
明　
下
河
原
、
川
田
の
水

再
生
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
施

設
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る

が
、清
原
、河
内
、上
河
内
の
水
再

生
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、施
設
を

増
設
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
か

ら
、今
後
、維
持
管
理
費
は
若
干 

増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

要
　
望　
雨
に
強
い
都
市
構

造
と
す
る
た
め
積
極
的
に
予
算

を
確
保
し
、前
倒
し
で
、着
実
に

雨
水
対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

【
中
央
卸
売
市
場
事
業
会
計
】

質
　
疑　
水
産
棟
卸
売
業
者 

事
務
所
電
灯
設
備
改
修
工
事

に
つ
い
て
、
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
改
修
し
た
目
的
は
何
か
。

説
　
明　
卸
売
業
者
等
の
負

担
す
る
電
気
料
を
削
減
で
き

る
こ
と
や
、Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量

を
減
少
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
、改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

▲白熱のレース（昼間）
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び
費
用
弁
償
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

質　
疑　
今
後
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に

対
し
て
も
期
末
手
当
が
出
る

と
い
う
こ
と
だ
が
総
額
は
ど

の
程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

説　
明　
昇
給
的
措
置
な
ど

も
含
め
て
７
億
円
、そ
の
う
ち
、

期
末
手
当
分
に
つ
い
て
は
、
６

億
円
程
度
の
見
込
み
で
あ
る
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
防
災
ラ
ジ
オ（
情
報
弱
者
）

に
関
す
る
陳
情

陳
情
の
趣
旨　
緊
急
告
知
機

能
付
防
災
ラ
ジ
オ
購
入
補
助

制
度
を
利
用
で
き
る
対
象
の
障

が
い
者
が
、
視
覚
ま
た
は
聴
覚

障
が
い
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り

納
得
が
い
か
な
い
。つ
い
て
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
購
入
補
助
制
度

を
視
覚
・
聴
覚
以
外
の
障
が
い

児
者
へ
周
知
す
る
こ
と
な
ど
３

項
目
に
つ
い
て
陳
情
す
る
。

意　
見　
購
入
補
助
は
、
視

覚
・
聴
覚
障
が
い
者
だ
け
で

は
な
く
、経
済
的
理
由
に
よ
る

情
報
弱
者
に
も
必
要
で
あ
り
、

陳
情
の
趣
旨
は
十
分
理
解
で

〇
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

議
案
の
概
要　
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１２
億
１
８
５
８
万
円

余
を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

　
歳
入
は
、諸
収
入
、市
債
な

ど
を
追
加
計
上
す
る
も
の
。歳

出
は
行
政
改
革
推
進
費
、
情

報
企
画
費
を
追
加
計
上
す
る

も
の
。地
方
債
に
つ
い
て
は
、今

回
の
補
正
に
伴
い
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
整

備
費
の
限
度
額
を
変
更
す
る

も
の
。

意　
見　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
関
連
事
業

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
議
案
に
は
賛
成

で
き
な
い
。

委
員
会
の
結
論　
起
立
採
決

の
結
果
、原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
宇
都
宮
市
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

議
案
の
概
要　
地
方
公
務

員
法
及
び
地
方
自
治
法
の一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
よ
り
、一般
職
の
非
常
勤
職

員
と
し
て
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
同
職
員
の
給
与
及

常任委員会などの主な審査
総
務
常
任
委
員
会

き
る
こ
と
か
ら
こ
の
陳
情
は
採

択
し
た
い
。

意　
見　
視
覚
・
聴
覚
以
外

の
障
が
い
者
や
生
活
保
護
受

給
中
の
障
が
い
者
へ
十
分
周

知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

生
活
保
護
受
給
中
の
障
が
い

者
の
自
己
負
担
額
の
免
除
に

つ
い
て
は
、
心
情
的
に
は
十
分

理
解
で
き
る
も
の
の
、
福
祉
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
、一定
額

の
負
担
を
す
る
も
の
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
陳
情
は
不

採
択
と
し
た
い
。

委
員
会
の
結
論　
起
立
採
決

の
結
果
、不
採
択
。

〇
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
3
号
）

議
案
の
概
要　
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
900
万
円
余
を
追
加
計
上

し
、
予
算
総
額
を
2
2
1
4
億

5
9
1
6
万
7
千
円
に
補
正
す

る
も
の
。歳
入
に
つ
い
て
は
、
繰

入
金
を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

厚
生
常
任
委
員
会

〇
令
和
元
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
の
概
要　
歳
出
に
お
い

て
、
介
護
予
防
事
業
費
交
付

金
の
精
算
に
伴
い
、過
年
度
補

助
等
返
還
金
を
追
加
計
上

し
、
歳
入
に
お
い
て
、
繰
越
金

を
追
加
計
上
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
０
８
８
万
円
余

を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
宇
都
宮
市
印
鑑
条
例
の

一 

部
改
正

議
案
の
概
要　
住
民
基
本
台

帳
施
行
令
の一
部
改
正
に
伴

い
、旧
氏
が
記
載
さ
れ
た
印
鑑

登
録
証
明
書
を
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、印
鑑
登
録

時
の
登
録
事
項
と
し
て
旧
氏

を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
宇
都
宮
市
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の一部
改
正

議
案
の
概
要　
国
の
府
令
で

定
め
る
基
準
の一部
改
正
に
よ

り
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設

等
に
お
い
て
、
副
食
費
の
取
り

扱
い
の
変
更
、連
携
施
設
の
基

準
の
緩
和
等
が
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
市
の
基
準
を
定
め
る

条
例
に
お
い
て
同
様
の
改
正

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

質　
疑　
副
食
費
を
納
め
る

よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
護
者
の
負
担
が
多
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
の
か
。

説　
明　
市
で
は
も
と
も
と

保
育
料
を
大
幅
に
軽
減
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
な
い
制
度
設
計
と

な
って
い
る
。

委
員
会
の
結
論　
起
立
採
決

の
結
果
、原
案
ど
お
り
可
決
。

環
境
経
済
常
任
委
員
会

〇
令
和
元
年
度
中
央
卸
売

市
場
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

議
案
の
概
要　
債
務
負
担
行

為
で
、
青
果
棟
卸
売
場
耐
震

改
修
工
事
及
び
水
産
棟
卸
売

場
耐
震
改
修
工
事
を
新
た
に

設
定
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
字
の
廃
止
並
び
に
町
及
び

字
の
区
域
の
変
更

議
案
の
概
要　
芳
賀
町
と
の

境
で
行
わ
れ
て
い
る
県
営
打

越
新
田
地
区
土
地
改
良
事

業
の
施
行
に
伴
い
、
施
行
区

域
内
の
字
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
町
及
び
字
の
区
域
を

変
更
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

議
案
の
概
要　
農
林
水
産
業

費
で
、
豚
コ
レ
ラ
の
感
染
源
と

な
る
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
養
豚
場

へ
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
、

防
護
柵
の
設
置
に
対
す
る
助
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成
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、

畜
産
振
興
費
を
追
加
計
上
す

る
も
の
。

質　
疑　
市
内
で
対
策
が

必
要
な
養
豚
農
家
の
数
と

頭
数
は
。ま
た
、対
策
は
任
意

な
の
か
。

説　
明　
市
内
の
養
豚
農
家

は
５
軒
、
年
間
の
飼
養
頭
数
は

７
５
０
０
頭
で
あ
る
。養
豚
農

家
任
意
の
対
策
で
あ
る
が
、
市

内
全
て
の
養
豚
農
家
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
働
き

か
け
て
い
く
。

質　
疑　
市
の
対
策
は
、ワ
ク

チ
ン
で
は
な
く
、柵
な
の
か
。

説　
明　
ワ
ク
チ
ン
は
あ
く

ま
で
も
発
症
し
な
い
た
め
の
対

策
で
あ
り
、
感
染
し
な
い
た
め

の
対
策
で
は
な
い
。ま
ず
は
、柵

や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
感
染

源
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

る
動
物
と
の
接
触
を
避
け
る

対
策
を
行
って
い
く
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
令
和
元
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

議
案
の
概
要　
県
負
担
金
の

交
付
決
定
に
伴
う
地
籍
調
査

事
業
費
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
車
両
の
購
入

に
国
の
補
助
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
に
伴
う
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
推

進
費
を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

　
債
務
負
担
行
為
で
は
、元
年

度
姿
川
地
区
地
籍
調
査
業
務

委
託
を
新
た
に
設
定
す
る
と

と
も
に
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
車
両
購
入
費

の
期
間
及
び
限
度
額
を
変
更

す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
起
立
採
決

の
結
果
、原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
市
道
路
線
の
認
定

議
案
の
概
要　
民
間
の
開
発

団
地
内
の
道
路
の
受
け
入
れ

等
に
伴
い
、新
た
に 

３
路
線
を

市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

建
設
常
任
委
員
会

〇
宇
都
宮
市
が
変
更
計
画
し

た（
仮
称
）大
谷
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
計
画
中
止
と
建
設
場

所
の
決
定
根
拠
を
明
確
化

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
趣
旨　
市
の
４
回
の

地
元
説
明
会
、７
回
の
陳
情
な

ど
に
お
け
る
市
及
び
市
議
会
の

回
答
内
容
に
納
得
で
き
な
い
。

　
つ
い
て
は
、
住
宅
密
集
地
を

無
理
や
り
通
す
Ｉ
Ｃ
計
画
に
つ

い
て
、
現
地
を
詳
細
に
見
て
、

計
画
内
容
の
不
当
性
を
確
認

す
る
こ
と
な
ど
、
５
項
目
に
つ

い
て
陳
情
す
る
。

意　
見　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

を
作
る
必
要
性
と
根
拠
が
薄

弱
で
、建
設
場
所
に
も
問
題
が

あ
り
、
住
民
の
理
解
が
ほ
と
ん

ど
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

採
択
し
た
い
。

意　
見　
周
辺
環
境
へ
の
配

慮
、経
済
性
、妥
当
性
の
観
点

も
考
慮
し
、利
便
性
や
構
造
上

の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
図
って
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
理
解

を
さ
ら
に
推
進
し
、
事
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、

不
採
択
と
し
た
い
。

委
員
会
の
結
論　
起
立
採
決

の
結
果
、不
採
択
。

〇
宇
都
宮
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の一部
改
正

議
案
の
概
要　
水
道
法
の一

部
改
正
に
よ
り
、
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
の
更
新
制

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

当
該
更
新
に
係
る
申
請
手
数

料
に
つ
い
て
条
例
に
追
加
な
ど

を
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
財
産
の
取
得

議
案
の
概
要　
中
高
層
建
築

物
の
火
災
に
対
応
す
る
た
め
、

災
害
対
応
特
殊
は
し
ご
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
取
得
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
。

〇
陳
情
の
ル
ー
ル
の
厳
格
化
を

求
め
る
陳
情

陳
情
の
趣
旨　
常
任
委
員
会

委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
は
１
年
間
変
わ
ら
ず
、同
じ

内
容
の
陳
情
の
結
果
は
変
わ

ら
な
い
た
め
、
メ
ン
バ
ー
が
変

わ
っ
て
か
ら
再
度
、
審
議
す
べ

き
と
考
え
る
。つ
い
て
は
、一度
、

不
採
択
に
な
っ
た
陳
情
は
、
１

年
間
は
受
け
付
け
な
い
ル
ー

ル
を
つ
く
る
よ
う
陳
情
す
る
。

意　
見　
陳
情
者
の
心
情
は

理
解
で
き
る
が
、
宇
都
宮
市
議

会
基
本
条
例
は
市
民
の
議
会

活
動
へ
の
参
加
を
う
た
っ
て
お

り
、
今
後
も
、
議
会
運
営
委
員

会
に
お
い
て
、
陳
情
の
上
程
の

可
否
を
慎
重
審
議
す
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、不
採
択
と
し
た
い
。

意　
見　
ル
ー
ル
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、今
後
、議
会
の
中

で
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
が
、
陳
情
者
の

願
意
に
あ
る
、一度
、不
採
択
に

な
っ
た
陳
情
を
、
１
年
間
受
け

付
け
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
施
策
事
業
の
状
況
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
、審
査
が

必
要
に
な
る
場
合
も
想
定
さ

れ
る
な
ど
、
適
切
で
は
な
い
と

考
え
る
こ
と
か
ら
、不
採
択
と

し
た
い
。

意　
見　
市
民
の
陳
情
権
を

保
障
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
、

不
採
択
と
し
た
い
。

委
員
会
の
結
論　
全
会
一
致

で
不
採
択
。

議
会
運
営
委
員
会

▲災害対応特殊はしご付消防ポンプ自動車

▲講師の田中章雄氏による
　研修の様子

　９月２７日に、株式会社ブランド総合研究所代表取締役社
長の田中章雄氏を講師に招き、議員研修会を開催しました。
「宇都宮の地域ブランド向上について～ＳＤＧｓを住民目線で
考える～」をテーマに、これからの宇都宮ブランドについての
講演をいただき、参加議員は熱心に耳を傾けていました。

地域ブランド向上を考える
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議会のニュース

◎「あなたと市議会」178号の印刷費1,537,305円（消費税含む）　　　◎次回の発行は、1月下旬の予定です。

一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
車
両
購

入
費
を
単
年
度
予
算
に
組

み
替
え
た
根
拠
や
、Ｌ
Ｒ
Ｔ

車
両
購
入
費
の
算
出
根
拠

が
不
明
確
な
こ
と
か
ら
、原

案
に
反
対
す
る
。

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、非
正
規
職
員
の
増
大
に

つ
な
が
り
、将
来
的
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
の

可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と

か
ら
、原
案
に
反
対
す
る
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

は
、宇
都
宮
駅
東
口
地
区

整
備
事
業
が
広
範
な
市
民

の
声
が
反
映
さ
れ
ず
に
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、原
案
に
反
対
す
る
。

◆
令
和
元
年
度一般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）、宇
都

宮
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
制

定
、財
産
の
取
得（
市
営

自
転
車
駐
車
場
）

◆
宇
都
宮
市
が
変
更
計
画

し
た（
仮
称
）大
谷
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
計
画
中
止
と
建

設
場
所
の
決
定
根
拠
を

明
確
化
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
陳
情

◆
一
般
会
計
・
特
別
会
計

決
算
の
認
定

12月定例会の日程（予定）

11月 
12月 

29日（金）
5日（木）
6日（金）
9日（月）
10日（火）
11日（水）
12日（木）
19日（木）

月 日 内 容 時 刻

本 会 議 開 会

本 会 議 閉 会

一 般 質 問

常 任 委 員 会

午前10時

〃

〃

〃
※上記日程は変更になる可能性がありますので、
　ご来場の際は、事前にお問い合わせください。
議会事務局議事課　電話（632）2608

未
来

反　
対

◆
宇
都
宮
市
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一

部
改
正
、宇
都
宮
市
子
ど
も

の
た
め
の
教
育・保
育
給
付

及
び
利
用
者
負
担
に
関
す

る
条
例
の一部
改
正
、一般
会

計・特
別
会
計
決
算
の
認
定

共
産
党

反　
対

自
民
党

賛　
成

共
産
党

不
採
択
に
反
対

自
民
党

不
採
択
に
賛
成

未
来

不
採
択
に
反
対

幼
児
教
育・保
育
の
無
償

化
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、財
源
が
消
費
税

の
増
税
分
で
あ
り
、住
民
税

非
課
税
の
ひ
と
り
親
世
帯

な
ど
に
恩
恵
が
な
い
こ
と
や

実
費
徴
収
と
な
る
副
食
費

の
補
助
に
無
償
化
に
よ
っ
て

負
担
減
と
な
っ
た
８
億
円
を

回
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、原
案
に
反
対
す
る
。

ま
た
、一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
が
市
民
合

意
の
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
、地
域
経
済
の

活
性
化
策
が
置
き
去
り
で

あ
る
こ
と
、バ
ス
路
線
の
再

編
な
ど
が
手
つ
か
ず
で
あ
る

こ
と
、職
員
削
減
あ
り
き
の

行
政
改
革
に
よ
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
懸
念
を
持
つ

こ
と
、熱
中
症
対
策
や
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
も
遅
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、認
定

に
反
対
す
る
。

歳
入
で
は
市
税
の
収
入

率
を
８
年
続
け
て
向
上
さ

せ
、市
営
住
宅
の
使
用
料
も

１０
年
連
続
で
向
上
さ
せ
て
い

る
。自
主
財
源
比
率
は
人
口

３０
万
人
以
上
の
中
核
市
平

均
を
大
き
く
上
回
り
、財
政

の
健
全
性
を
確
保
し
て
い

る
。歳
入
歳
出
と
も
に
適
正
、

公
正
か
つ
効
果
的
・
効
率
的

に
執
行
さ
れ
た
も
の
と
高
く

評
価
し
、認
定
に
賛
成
す
る
。

地
元
住
民
の
合
意
が
得

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、通
行
量

の
試
算
の
信
頼
性
に
問
題
が

あ
る
こ
と
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
と
の

整
合
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
、大
谷
パ
ー
キ
ン
グ
出
口

ル
ー
ト
の
優
位
性
が
明
ら
か

で
あ
る
こ
と
か
ら
、陳
情
の
不

採
択
に
反
対
す
る
。

よ
り
多
く
の
利
用
者
が
見

込
め
、大
谷
地
域
や
中
心
市

街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
設

置
位
置
の
選
定
や
、事
業
費

の
縮
減
、施
行
期
間
の
短
縮

に
努
め
て
い
る
。ま
た
、事
業

の
進
捗
状
況
に
併
せ
て
説
明

会
を
行
い
、地
域
住
民
の
理

解
に
努
め
る
な
ど
、総
合
的
に

検
討
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、

高
く
評
価
す
る
た
め
、陳
情

の
不
採
択
に
賛
成
す
る
。

地
域
住
民
に
十
分
な
説
明

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。ま
た
、

ル
ー
ト
計
画
の
妥
当
性
に
十

分
な
検
証
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

大
谷
パ
ー
キ
ン
グ
へ
の
設
置
や

当
該
ル
ー
ト
計
画
の
約
２００

メ
ー
ト
ル
北
に
あ
る
山
崎
街

道
の
活
用
を
検
討
す
れ
ば
経

費
の
大
幅
な
節
約
が
図
れ
る

と
考
え
る
た
め
、こ
の
陳
情
の

不
採
択
に
反
対
す
る
。

討

論

　宇都宮愉快ロゴをご存じですか？宇都宮ブランド推
進協議会では、宇都宮の豊かさや楽しさを表現したブ
ランドメッセージ「住めば愉快だ宇都宮」を掲げ、市の
魅力を市内外に広く発信しています。
　2010年からは、宇都宮の様々な魅力を発信できる

よう、企業・団体が、「住めば愉快だ宇都宮」の上部3文字と背景色
をアレンジして作成する「愉快ロゴ」プロジェクトを開始し、これまで、
企業等のポスターや看板に使用されてきました。この度、愉快ロゴが
通算1000個を達成し、7月25日にセレモニーが行われました。1000

個目のロゴは「発酵で愉快だ宇都宮」でした。

今回の表紙写真

▲セレモニーの様子

～魅力がいっぱい！うつのみや　宇都宮愉快ロゴ１０００個達成～

【宇都宮愉快ロゴなどに関する問合せ先】
宇都宮ブランド推進協議会事務局
（宇都宮市総合政策部広報広聴課都市ブランドグループ内）
電話　（632）2129


